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◆ 概 要 

〔日   時〕平成３１年２月２０日（水）１９：００～２１：００ 

〔会   場〕凌雲会館 会議室Ａ 

〔出 席 者〕戸髙、小林(元)、染矢、木前、黒木、後藤  ＊敬称略 

〔議  長〕戸髙            〔書  記〕事務局員 黒木 

〔配布資料〕 ■会報２０１９ 企画内容表、 ■個別同窓会支援制度関連資料 

…………………………………………………………………………………………………… 

 

  議題１．会報２０１９について 

Ⅰ．企画案検討 

Ａ．企画内容については別添資料「企画内容表」を参照のこと 

    Ｂ．備忘録 

■４月からの制作開始とする 

■記事構成のベースは役員で考えなければいけないが、役員の負担を減らすことも念頭に、 

外注を軸にした制作方法にしたい。 

（ベースについてどこまで役員が固めるかは状況をみながら判断していく） 

 

■ホームカミングデイ 2019 について 

開催日…11 月 2日(土)とする。 ※凌雲祭 1日目に合わせて 

企  画…①退官を控えられている先生に特別講義を実施していただき、歴代ゼミ生の同窓会 

になるようなイベントにする。（講義はライブ配信をし、動画に残す。） 

           …②あと 1本、設立 20 周年時に開催したラジオ企画のようなものを企画したい。 

 

 

議題２．タイムカプセル企画『ななたまご』について 

Ⅰ．卒業祝賀会での撮影について 

Ａ．参考情報 

１．これまでのビデオ撮影を踏まえて 

        ■時間の制約もあり、ひとりひとり漏れなくビデオメッセージ撮りをすることは難しい。 

 

２．昨年度祝賀会での写真撮影について 

■７年後のホームカミングデイでビデオと一緒に公開されるものとして撮影した。（データ保存有） 

■撮影した画像データは祝賀会のエンドロールでも流した。 

 

 



2 

 

 

Ｂ．今年度祝賀会ではどのようにするか 

      ■各テーブルや集団をまわって写真撮影をしたもの（祝賀会の模様なども含む）の画像を繋げて 

動画を制作し、７年後に Facebook グループ内で流す。 

※撮影を光画部に依頼しようとしたが、現在は廃部しているとのこと。光画部に代わるような 

部活も存在していないということで、役員が撮影を担当することとなった。 

 

Ⅱ．新たな『７年後の記念になるもの』について 

Ａ．新たなタイムカプセルを考案したい 

 ■卒業年に購入した『霧島』を７年後のホームカミングデイ（懇親会）で開封する。 

   ※ワインと違って焼酎は保管もしやすい。『霧島』は馴染のあるお酒。 

   ※卒業祝賀会の撮影時に持って行き、瓶にメッセージや名前、卒業念などを書いておいてもらう。 

   ※保管は凌雲会館倉庫内の同窓会事務局用のスペースで。 

※７年後のホームカミングデイで、タイムカプセルの霧島と新しく買った霧島の飲み比べなど 

してみてもいい。 

         ※今年度卒業生から対象にやってみる。 

 

 

議題３．その他確認、報告 

Ⅰ．確認 

Ａ．ホームカミングデイ告知案内の郵送物について  

１．参考情報〈10 月役員会での決定事項〉 

■大きなイベントの開催年は全ての卒業生にチラシを郵送する。 

 

２．告知チラシを封筒で郵送する際、デメリットがある。(小野高速印刷㈱より提言) 

        ①封筒にチラシのみを封入して郵送するのは、予算の観点からみると効率的とはいえない。 

          …ハガキで郵送すると1通当たりの郵送料が安価で抑えられる。 

 

         ②封筒を開封されないままになることもあるのでは？その場合、情報を知ってもらうことができない。 

          …凌雲なな会ＨＰの存在について認知度を上げるということも兼ねて、ハガキでまずイベント 

開催告知・会報がＨＰにＵＰされていることなどを知ってもらい、ＱＲコードでＨＰへ誘導して 

イベント詳細や会報を閲覧してもらう方法の方が、現在の運営方針には沿うのではないか？ 

      

３．告知チラシを郵送するかどうか 

         ■イベント開催年はチラシを郵送するという方針は変えない。 

…ハガキのＱＲコードからＨＰへとんでもらえる確証が無いことや、ハガキに載せられる 

情報量には限りがあるという理由でチラシ郵送の方針は変えないこととした。 
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Ｂ．個別同窓会支援制度関連文書について（ＨＰなどで３月中に告知する前に最終確認） 

→規約や申請承認の文書など、関連文書について修正点などがないか確認をした。 

（別添資料を参照のこと） 

 

 

Ⅱ．報告 

Ａ．時間外活動手当申請 

役員氏名 活動内容 活動日時 
活動 

時間(h) 

時間   

累計(h) 

支給額      

(累計 h x\777) 

黒木 裕太郎 

・ＨＰ更新 

（記事１件、役員会議事録１件） 

・ＨＰメンテ作業 

平成 31 年 1 月分 
1

h 

1

h 
 ¥777    

 

 

………………………………………………………………………………………………………………… 

◆次回役員会開催予定 

日 程：３月１２日（火）～１５日(金)のいずれか 

場 所：凌雲会館 会議室Ａ（または共同研究室Ⅰ） 

時 間：１９～２１時 

 


